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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間の経常収益は、外国為替売買益や償却債権取立益の増加等があるものの株式等売

却益の減少等により前年同期比 8億 45 百万円減少の 151 億 82 百万円となりました。

一方、経常費用は預金利回りの低下により預金利息の減少等があるものの、貸倒引当金繰入額や経費の増加

等により前年同 期比11億96百万円増加の133億6百万円となりました。 

この結果、経常利益は前年同期比20億41百万円減少の18億76百万円となりました。親会社株主に帰属する四

半期純利益は、前年同期比13億71百万円減少の12億42百万円となりました。

(2) 財政状態に関する説明 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比224億30百万円増加の2兆3,811億92百万円とな

りました。純資産は、その他有価証券評価差額金の減少等により前連結会計年度末比1億53百万円減少の1,177

億83百万円となりました。 

主要勘定としては、預金等（譲渡性預金を含む）は個人及び公金預金が好調に推移したことから、前連結会

計年度末比486億96百万円増加の2兆1,565億8百万円となりました。貸出金は、個人向けは住宅ローンやアパー

トローンを中心に好調に推移したが、法人向けが工事運転資金貸出の減少等例年の季節的な要因により減少し、

前連結会計年度末比58百万円減少の1兆5,999億35百万円となりました。有価証券は債券の償還等により前連結

会計年度末比496億88百万円減少の3,581億56百万円となりました。

(3)  連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2019年 3 月期第２四半期累計期間および通期の連結業績予測につきましては、2018 年 5月 10日に公表した

値から変更ありません。 
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2019年３月期　第１四半期財務・業績の概況説明資料

１．損益の概況【単体】
（1）概況

（単位:百万円）
2019年３月期 2018年３月期 2019年３月期
第１四半期 第１四半期 通期予想
(３カ月累計) 前年同期比 （３カ月累計) (12カ月累計)

(A) (A)-(B) (B)

1 10,730        △460        11,190        39,000

2 8,290         6            8,284

3 7,255         △127        7,382

4 522           3            519

5 512           130          382

6 69            △241        310

7 323           △160        483

8 174           2            172

9 78            78           -

10 6,089         170          5,919

11 2,711         46           2,665

12 2,924         147          2,777

13 453           △23         476

※1 14 2,200         △165        2,365         5,800

※2 15 2,130         76           2,054

16 555           555          -

17 1,645         △720        2,365         5,800

18 155           △968        1,123

19 △5           △800        795

20 22            △798        820

21 20            9            11

22 8             △5          13

23 265           262          3

24 -             △56         56

25 -             △150        150

26 -             93           △93

27 379           207          172

28 1,800         △1,688      3,488         7,500

29 △1           1            △2

30 1,799         △1,687      3,486

31 418           △357        775

32 58            △174        232

33 477           △530        1,007

34 1,322         △1,156      2,478         5,000

35 441           666          △225

※1 「実質業務純益」は、一般貸倒引当金繰入額を除く業務純益。

※2 「コア業務純益」は、一般貸倒引当金繰入額及び国債等債券損益（5勘定尻）を除く業務純益。

実 質 業 務 純 益

コ ア 業 務 純 益

四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益

経 常 収 益

業 務 粗 利 益

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

うち国債等債券損益（５勘定尻）

う　ち　売　　　却　　　益

う　ち　売　　　却　　　損

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ）

人 件 費

物 件 費

税 金

う　ち　償　　　還　　　損 

う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

う ち 一 般 貸 倒 引 当 金

う ち 個 別 貸 倒 引 当 金

う ち 償 却 債 権 取 立 益

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

業 務 純 益

臨 時 損 益

う ち 株 式 等 損 益 （ ３ 勘 定 尻 ）

売 却 益

売 却 損

ネ ッ ト 与 信 費 用 （ 16 ＋ 23 － 24 － 27 ）

項
番

経 常 利 益

特 別 損 益

税 引 前 四 半 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計

償 却

う ち 不 良 債 権 処 理 額

実質業務純益は外国為替売買損益の増加や預金利息の減少等があったものの、国債等債券損益の減少、経
費の増加及び貸出金利息の減少等により前年同期を1億65百万円下回る22億円となりました。

経常利益は、実質業務純益が減少したことに加え、株式等関係損益（３勘定尻）の減少及び予想損失率の

算定方法をより精緻化したことによる一般貸倒引当金繰入額の増加等でネット与信費用が増加したこと等に

より、前年同期を16億88百万円下回る18億円となりました。

四半期純利益は前年同期を11億56百万円下回る13億22百万円となりました。
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（2）実質業務純益

（3）有価証券関係損益

（4）ネット与信費用
※

（5）四半期純利益

以上の結果、経常利益は前年同期を16億88百万円下回る18億円となりました。四半期純利益は前年同期

を11億56百万円下回る13億22百万円となりました。

ネット与信費用は、償却債権取立益の増加があったものの不良債権処理額の増加及び予想損失率の
算定方法をより精緻化したことによる一般貸倒引当金繰入額の増加により、前年同期を6億66百万
円上回る4億41百万円となりました。

株式等関係損益（３勘定尻）は、好調であった前期の反動減で前年同期を8億円下回る△5百万円となり
ました。

役務取引等利益は、個人向けローンの増加に伴うローン保証料の支払いは増加したものの生命保険販売

手数料やカード加盟店業務に関する手数料収益等が増加した結果、前年同期を3百万円上回りました。

有価証券利息配当金は、前年同期比5百万円の減少でほぼ前期並みの推移となりました。

2,365

2,200

+370

+83

+3

▲241

▲170

▲154

▲5

▲51

2018年３月期第１四半期実質業務純益

2019年３月期第１四半期実質業務純益

国債等債券損益の減少

貸出金利息の減少

経費の増加

役務取引等利益の増加

預金利息の減少

165百万円
減少

（備考）外貨実質ベース。

その他

経費は、物件費の増加などにより前年同期を1億70百万円上回りました。

国債等債券損益（５勘定尻）は、好調であった前期の反動減で前年同期を2億41百万円下回りました。

預金利息は、個人預金、法人預金、公金預金とも好調に推移したことにより預金平残は増加しました

が、利回りが低下したことから前年同期を83百万円下回りました。

実質業務純益は外国為替売買損益の増加や預金利息の減少等があったものの国債等債券損益の減
少、経費の増加及び貸出金利息の減少等により前年同期を1億65百万円下回る22億円となりまし
た。

貸出金利息は、住宅ローンやアパートローンが引き続き好調に推移したことに加え、地公体向け貸出

も増加したことにより貸出金平残は増加しましたが、前年同期は大口の債権回収に伴う延滞利息の受
入れがあった反動減から、前年同期を1億54百万円下回りました。なお、当該特殊要因を除いた場合は
前年同期を25百万円上回ることとなります。

※「ネット与信費用」は、一般貸倒引当金繰入額を含む不良債権処理額から貸倒引当金戻入益および償却債権
取立益を差し引いたもの。

外国為替売買損益の増加

有価証券利息配当金の減少

外国為替売買損益（その他業務利益）は、円安基調の為替相場の影響により前年同期を3億70百万円上
回りました。

（単位：百万円）
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２．預金・貸出金等の状況

（1）預金（単体・末残および利回り）の推移

（2）預かり資産（単体・末残）の推移

13,467 13,475 13,596 13,815

5,791 5,793 6,052 6,062

1,612 1,528 1,547 1,783

20,871 20,797 21,196 21,661

0

5,000

10,000

15,000

20,000

2017年６月末 2017年９月末 2018年３月末 2018年６月末

（億円）
個人 法人 地公体等その他（公金・金融）

100 95 87 82

603 613 630 628

1,022 1,075 1,125 1,166

1,727
1,783 1,843 1,878

0

400

800

1,200

1,600

2,000

2017年６月末 2017年９月末 2018年３月末 2018年６月末

（億円）

国債 投資信託 一時払い保険

※「預かり資産」は国債、投資信託、一時払い保

預金（末残）は、主に個人預金及び地公体の預金が好調に推移した結果、前年度末を465億円上回
る2兆1,661億円となりました。

また、前年同期末比でも、個人預金、法人預金及び地公体等の預金がともに増加したことから790

億円増加しました。

預金利回りは、総預金に占める流動性預金の割合が増加したため、2017年度下期より0.005ポイン
ト低下しました。

預かり資産は、国債が償還により減少するも、一時払い保険の販売が好調に推移し、前年度末を
35億円上回る1,878億円となりました。

※譲渡性預金含む。

0.047%

0.037%
0.032%

0.000%

0.020%

0.040%

0.060%

0.080%

2017年度上期 2017年度下期 2018年度第１Ｑ

※外貨実質ベース。
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（3）貸出金（単体・末残および利回り）の推移

（4）時価のある有価証券の評価差額（連結）の推移

                                     ※「その他目的」で時価のある有価証券の評価差額。

8,102 8,196 8,408 8,503

5,906 6,046 6,279 6,182

1,255 1,241
1,506 1,517

15,265 15,483
16,194 16,204

0

5,000

10,000

15,000

2017年６月末 2017年９月末 2018年３月末 2018年６月末

（億円） 個人 法人 地公体等その他（地公体・公社）

1.707%

1.659%

1.611%

1.550%

1.600%

1.650%

1.700%

1.750%
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貸出金（末残）は、法人向け貸出が季節要因で運転資金を主に減少したものの、個人向け貸出が
住宅ローンやアパートローンを中心に引き続き好調に推移したことに加え、地公体向け貸出も増
加したことから前年度末を10億円上回る1兆6,204億円となりました。
また、前年同期末比でも、個人、法人、地公体向け貸出が好調に推移したことから939億円の増加
となりました。

貸出金利回りは、他金融機関との競合等により、2017年度下期比0.048ポイント低下しました。
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その他 株式 債券 評価差額合計（億円）

国内債券及び株式の評価損益は横ばいで推移したが、投資信託等のその他の有価証券の評価差
額がマイナスとなった結果、有価証券評価差額全体では前期末比7億円の減少となりました。
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（5）金融再生法開示債権（単体）の推移

（6）自己資本比率（単体）の推移
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金融再生法開示債権額（単体）は、破産更生等債権が増加した一方、危険債権と要管理債権

が減少したことから前年度末を4億円下回る279億円となりました。
金融再生法開示債権比率（単体）は、前年度末比0.02ポイント低下の1.71％となりました。
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自己資本比率は、貸出金等の増加によりリスクアセットが増加したものの、利益の積み
上げ等により自己資本が増加し、前年度末比0.03ポイント上昇しました。
2018年９月末は、単体は8.4％程度、連結は9.2％程度をそれぞれ予想しています。
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＜参考＞

預金・貸出金等の状況【数値編】

（1）預金【単体】　 (単位:億円)

※譲渡性預金含む

（2）預かり資産【単体】 　(単位:億円)

（3）貸出金【単体】 　(単位:億円)

（4）時価のある有価証券の評価差額【連結】 　(単位:億円)

その他有価証券 3,175    14       3,606    28       3,658    21

株式 23       6        26       8        23       7

債券 1,506    15       2,420    22       1,902    16

その他 1,645    △7      1,159    △2      1,732    △3

(注)１．｢評価差額｣及び｢含み損益｣は、基準日時点の帳簿価額(償却原価法適用後、減損処理後)と時価との差額を計上しております。

　　２．満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。なお、時価のある子会社、関連会社株式は該当ありません。

　(単位:億円)
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（5）｢金融再生法ベースのカテゴリーによる開示｣【単体・連結】　(単位:億円)
【単体】

2018年６月末 2017年６月末 2018年３月末

破産更生債権及びこ
れらに準ずる債権

60             63             56

危 険 債 権 188            201            195

要 管 理 債 権 30             38             31

合 計 279            302            283

開 示 債 権 比 率 1.71% 1.97% 1.73%

【連結】　

2018年６月末 2017年６月末 2018年３月末

破産更生債権及びこ
れらに準ずる債権

85             86             79

危 険 債 権 190            202            197

要 管 理 債 権 34             42             35

合 計 310            332            312

開 示 債 権 比 率 1.85% 2.11% 1.87%

（6）自己資本比率(国内基準)【単体・連結】
2018年６月末 2018年９月末 2018年３月末

実績 予想値 実績

 単体自己資本比率 8.60% 8.4％程度 8.57%

 連結自己資本比率 9.40% 9.2％程度 9.40%

（注）上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。
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